
第4回 ASSIST勉強会

テーマ①「中３生への受験対策」



■受験までのスケジュール

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中間
テスト

期末
テスト

私⽴
⼊試

公⽴
⼊試

公⽴
⼊試

（仮の）受験校決定

志望校と現実との
ギャップを埋める期間

受験校に合格できるよう
に得点⼒を固める期間

模試① 模試② 模試③

この期間を後伸ばしにすると、安定感がなくなる。

受験校決定



■受験までのスケジュール
（仮の）受験校決定 １１⽉

志望校・・・偏差値６０

現状・・・５５

２⽉

受験校・・・偏差値５５

現状・・・５３

志望校・・・偏差値６０
志願変更で受験校５５
現状・・・５５

１１⽉にランクを落
として受験校決定

３か⽉後

志望校はそのまま



７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中間
テスト

期末
テスト

私⽴
⼊試

公⽴
⼊試

公⽴
⼊試

模試① 模試② 模試③

■受験までのスケジュール

模試①のテスト範囲・・・中３の１学期までの内容（メインは全学年まで）
模試②③から少しずつ２学期内容が含まれてくる。

１０⽉・１１⽉の定期テスト
（塾での学習進度が落ちる）

１０⽉までに１１⽉までの定期テ
スト範囲と、前学年範囲の学習



■受験対策で利⽤する通年カリキュラム
⽤テキスト

特訓テキスト（新課程版 ９⽉ リリース） 英語・数学

⼊試セレクト（Ｈ２５年⼊試版 １２⽉リリース） 英語・数学

⾼・中学⼒層
⾼学⼒層・・・すべて
中学⼒層・・・基本問題のみ

低学⼒層

基礎⼒定着テスト（中３を反復）

⼊試古典 国語

共通

シャッフルテスト 理科・社会

⼊試セレクト（Ｈ２５年⼊試版 １２⽉リリース） 理科・社会



■シャッフルテストの取り組み⽅
①⽣徒には単元別の「すべて」の問題を印刷、配布しておく。

②指定した単元から３０問程度を出題（単元の複数選択も可）



←地理(1)

←地理(2)

■シャッフルテストの取り組み⽅



■学⼒・進度別学習メニュー
上位学⼒層
偏差値６０〜

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中３ 中３ 受験
対策

受験
対策

受験
対策

受験
対策

私立
入試

公立
入試

公立
入試

⾼学⼒校の⼊試は試験⼀発勝負。
（または⼊試の配分が⾼い）

Winpass
夏期講座

特訓テキスト
高校入試問題正解
受験校の過去問題

入試セレクト
高校入試問題正解

塾での学習･･･９⽉以降問題を多く解き、できる問題、できない問題を仕
分けする。
⇒このレベルの⽣徒は先⽣が対策を⽴てなくても克服する⽅法を知って
いるので、細かな指⽰はいらない（⼦もいる）。適切な負荷を与え続け
ること、テストの分析で⽣徒の⼒になる。



■学⼒・進度別学習メニュー
中学⼒層

偏差値４５〜５９

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中３ 中３ 受験
対策

定期
試験

定期
試験

受験
対策

私立
入試

公立
入試

公立
入試

公⽴受験はこのパターン。

Winpass
夏期講座

特訓テキスト（基本的な問題に絞る）
高校入試問題正解
受験校の過去問題
定期試験対策

入試セレクト
高校入試問題正解

上位学⼒者と進め⽅は同じだが、定期テスト対策をやる必要がある⽣徒
は、その時間を配慮。その分、問題は絞って調節する。

合格ラインが何点になるのかを⾒極め、得意科⽬、不得意科⽬で最低⽬
標点を設定。そこにどうすれば届くのかで問題を間引く。
初めは先⽣が取り組む問題を指⽰。⽣徒が⾃分で線引きできるようにな
ればなおよし。



■学⼒・進度別学習メニュー
低学⼒層

偏差値 〜４４

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

中３ 中３ 中３ 定期
試験

定期
試験

受験
対策

私立
入試

公立
入試

公立
入試

内容はすべてやろうとしない。

Winpass
夏期講座

Winpass（基本
問題の演習）
シャッフルテスト

基礎力定着テスト（英数）
全国高校入試正解
受験校の過去問

夏期講習は復習⾊が強くても構わないので、その分進度が遅くなる。
定期テスト対策が必要。英数は単元の性質上難しいところが多いので、
最低限キープして欲しいラインでとどめる。

合格ラインが何点になるのかを⾒極め、得意科⽬、不得意科⽬で最低⽬
標点を設定。そこにどうすれば届くのかで問題を間引く。
公⽴の問題は基本問題さえ全部取れれば平均点まで届く。
幅広く教材を広げるよりは、基礎⼒定着テストの反復に注⼒する。



■ASSISTの有効活⽤⽅法

Ｑ中２の勉強を集中して取り組ませたいんだけど、WINPASSは多すぎて・・・。

Ａ冬期講習テキストがお勧め。

Ｑ中３なのに英語が壊滅的です・・・。

Ａ⼩学⽣の基礎⼒定着テストを繰り返し⾏い、動詞を仕上げます。その間に単語
テストを実施し、語彙⼒を増やしておいてください。

Ｑ⽣徒がしっかり暗記しているか不安です。

Ａゲリラシャッフルテストがお勧め。



■受験対策特別メニューの設定

①⼊試対策ゼミ

・テスト問題形式の得点⼒強化ゼミ
・１０⽉〜１２⽉の毎週⼟曜⽇ 午前中に開催 全８回
・Assistの「⼊試対策ゼミ」で映像解説付き
・公⽴コース、私⽴コースを選択（両⽅取得も可能）
・中３内容が⼀通り終了していることが前提の講座
・宿題 英⽂全訳，単語テスト，数学の間違い直し

②直前テスト

・１⽉、２⽉に⼊試本番に近いテストを受ける。
（商材･･･昨年の公⽴過去問，業者テスト，会場模擬の
過去問なのでAssistの映像解説はない）
⽣徒･･･⾃信or直前志願変更の材料
先⽣･･･安⼼



■⼀般的な受験⽣の⼀⽇（家庭学習）
平⽇

１６：００帰宅
１６：００〜１９：００ 勉強
２０：００〜２３：００ 勉強
２３：００〜 就寝準備

休⽇

９：００〜１２：００ 勉強
１３：００〜１５：００ 勉強
１６：００〜１９：００ 勉強
２０：００〜２３：００ 勉強
２３：００〜 就寝準備

学習内容

塾の勉強の関連をつけて、学習。
↓

・塾⻑が学習メニューをコントロール
し、学習課題を出す OR
・⽣徒の⾃主性に任せる

⽣徒の個性や指導により異なる。



■過去問（推薦⼊試を除く）

過去問題をただやらせている塾はいっぱいある。
総合的に⼒が付くのでそれもいいが、個別指導なら、その志望校に合った
対策をしっかりやるほうが、⽣徒⼀⼈ひとりの合格確率も上がる。

★⽣徒にやってもらいたいこと
①⾃分の受験する⾼校の過去問は必ず購⼊して、問題を解くこと。

★先⽣、⽣徒共に把握したいこと。
②合格最低点に達しているのか、またギャップは何点あるのかを把握する
こと。

★先⽣が⽣徒に指⽰を出すところ
③ギャップを埋めるためにどこの単元を重点的に学習すればいいかをアド
バイス。
学習課題の作成



①過去問はすべて解けるようにする必要ありません。

⼤切なことはその問題に対して、受験校の合格点が何点なのかを調べること。

⼀度過去問を解き、どの問題では点数を取って、どの問題を捨てるのかを指導す
ること。

②過去問を全問３回やるより、単元で落としてはいけないところを重点的に学習
する。

・時間配分の指導

■過去問の使い⽅（推薦⼊試を除く）



■⽣徒が意欲的に取り組むには？
雰囲気づくり

・普段から⾔い続ける。
「こんばんは。はいテキスト開いて」ではダメ。
授業開始前に受験についての話をして刷り込む。

・⽬標の設定
いきなり⾯談で「君の夢は？」や「志望校は？」と聞いても、⽣徒は考えた
ことがないので答えが出ない。
⾃分の夢、将来について考える時間を⽇頃からとっておく。
職業紹介、⾃分の適性診断「英語が好き」⇒「英語を活かした職業」

・苦痛を捨てる
得意なこと（有能感）があれば⾃分から勉強する。
⽣徒を褒める・・・褒めて持ち上げて「君はできる」という暗⽰をかける。

普段から刷り込み、受験体制、将来の夢、暗⽰が必要



第4回 ASSIST勉強会

テーマ①「中３生への受験対策」


